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フィールドワークに挑戦！

五感で体験　日本の祭り
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2024 年 7月 21 日 (日)
10 時 30 分　15時 30 分



   制作した切紙と当日の写真を、7月25日(木)～ 8月6日(火)まで本館2階 探究ひろば横の休憩所に展示します。　
　（作品返却：8月8日(木)以降に参加者へ返送します）

専門は日本民俗学。神に捧げる
歌舞である神楽を中心とした民
俗芸能の研究に取り組む。主な
研究内容は、神楽を舞う宗教者
の歴史や祭りに関わる人々のつ
ながり、人と神との交流の諸相
など。近年の論文に「神楽と国
譲り神話─近代における芸能の
創造」『歴史と地域のなかの神
楽』（法蔵館）、「広島県庄原市
西城町（旧奴可郡）の神弓祭」『無
形文化遺産研究報告』(16) など。

鈴木 昂太
(国立民族学博物館 助教)

切紙（きりかみ）・切り紙とは？

　【祭壇の飾りつけとお供え物について】
　今回の飾りつけで使用するお供え物は、
　小麦、小豆、米（餅）、大豆、果物
　を用意し扱います。
　
　アレルギーをお持ちの方はを必ず
　予約サイトの備考欄にておしらせください。

かみさまの場所やカタチを表すために作られた
「紙のかざり」です。地域によってすこしずつカタチ
はちがいます。

10：00～10：30　開場／受付
10：30～12：00　講師のお話と展示場の見学
12：00～13：00　昼休憩

13：00～14：50　午後のおはなし、切紙（きりかみ）づくり
14：50～15：00　休憩
15：00～15：30　祭壇（さいだん）づくり
                               記念撮影／終わりの会

※今回のプログラムは、展示場などのオープンスペースで
　実施しますが、こどもたちの自立心を尊重するため、
　ワークショップ中はお子さんのみでご参加ください。
※記念撮影と終わりの会は、保護者の方もご参加いただけます。

【当日の予定】実 施 日：2024 年　月　　日 (日)７
時　　間：10時30分～15時30分（10時00分～受付開始）
会　　場：本館第 3セミナー室、本館展示場
対　　象：小学4年生～小学6年生
定　　員：10名
参 加 費：500円

応募方法：事前申込制（先着順）　

※定員に達し次第受付終了
20　　　　　　　月　　日 (木) 午前10時から

　　　　　　
6

21

2024 年

内　　容：展示場にて、講師と日本の祭りについて学んだあと、
　　　　　お祭りに用いる切紙（きりかみ）の制作や祭壇の飾り
　　　　　つけを体験します。

申込方法：当館ホームページのイベント予約サイトより
　　　　　お申込ください。
　　　　　1回1名に限り申込可能です　

イベント予約サイト

持 ち 物：昼食、飲み物、タオル、筆記用具
　　　　　※昼食時間は保護者と館外に
　　　　　　出ていただくこともできます。

　講　　師：鈴木 昂太（国立民族学博物館 助教）
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